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る
も
の
と
期
待
さ
れ
る
。

二

協
定
の
内
容

こ
の
協
定
は
、
前
文
、
本
文
三
十
一
箇
条
及
び
末
文
並
び
に
協
定
の
不
可
分
の
一
部
を
成
す
附
属
書
か
ら
成
り
、
そ
の
概
要
は
、
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

１

定
義

こ
の
協
定
に
お
け
る
「
投
資
財
産
」
、
「
締
約
国
の
投
資
家
」
、
「
締
約
国
の
企
業
」
、
「
投
資
活
動
」
、
「
区
域
」
等
に
つ
い
て
定
義
し
て
い
る
（
第

一
条
）
。

２

適
用
範
囲

こ
の
協
定
は
、
一
方
の
締
約
国
が
採
用
し
、
又
は
維
持
す
る
措
置
で
あ
っ
て
、
他
方
の
締
約
国
の
投
資
家
及
び
当
該
一
方
の
締
約
国
の
区
域
内
に
あ
る
他

方
の
締
約
国
の
投
資
家
の
投
資
財
産
等
に
関
す
る
も
の
に
つ
い
て
適
用
す
る
こ
と
等
を
規
定
し
て
い
る
（
第
二
条
）
。

３

内
国
民
待
遇

一
方
の
締
約
国
は
、
自
国
の
区
域
内
に
お
い
て
、
投
資
活
動
に
関
し
、
他
方
の
締
約
国
の
投
資
家
及
び
そ
の
投
資
財
産
に
対
し
、
内
国
民
待
遇
を
与
え
る

旨
規
定
し
て
い
る
（
第
三
条
）
。

４

最
恵
国
待
遇



二

一
方
の
締
約
国
は
、
自
国
の
区
域
内
に
お
い
て
、
投
資
活
動
に
関
し
、
他
方
の
締
約
国
の
投
資
家
及
び
そ
の
投
資
財
産
に
対
し
、
最
恵
国
待
遇
を
与
え
る

旨
規
定
し
て
い
る
（
第
四
条
）
。

５

待
遇
に
関
す
る
最
低
限
度
の
基
準

一
方
の
締
約
国
は
、
自
国
の
区
域
内
に
お
い
て
、
他
方
の
締
約
国
の
投
資
家
の
投
資
財
産
に
対
し
、
公
正
か
つ
衡
平
な
待
遇
並
び
に
十
分
な
保
護
及
び
保

障
を
含
む
国
際
慣
習
法
に
基
づ
く
待
遇
を
与
え
る
旨
規
定
し
て
い
る
（
第
五
条
）
。

６

そ
の
他
の
義
務

一
方
の
締
約
国
は
、
他
方
の
締
約
国
の
投
資
家
等
と
の
間
の
特
定
の
投
資
財
産
に
関
す
る
書
面
に
よ
る
合
意
が
尊
重
さ
れ
る
こ
と
を
確
保
す
る
た
め
、
当

該
一
方
の
締
約
国
の
権
限
の
範
囲
内
で
可
能
な
全
て
の
こ
と
を
行
う
旨
規
定
し
て
い
る
（
第
六
条
）
。

７

裁
判
所
の
裁
判
を
受
け
る
権
利

一
方
の
締
約
国
は
、
自
国
の
区
域
内
に
お
い
て
、
裁
判
所
の
裁
判
を
受
け
る
権
利
等
に
関
し
、
他
方
の
締
約
国
の
投
資
家
に
対
し
、
内
国
民
待
遇
又
は
最

恵
国
待
遇
を
与
え
る
旨
規
定
し
て
い
る
（
第
七
条
）
。

８

特
定
措
置
の
履
行
要
求

い
ず
れ
の
締
約
国
も
、
自
国
の
区
域
内
に
お
け
る
締
約
国
又
は
第
三
国
の
投
資
家
の
投
資
活
動
に
関
し
、
現
地
調
達
、
技
術
移
転
等
の
特
定
措
置
の
履
行

要
求
を
課
し
、
又
は
強
制
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
旨
規
定
し
て
い
る
（
第
八
条
）
。

９

経
営
幹
部
及
び
取
締
役
会

い
ず
れ
の
一
方
の
締
約
国
も
、
自
国
の
企
業
で
あ
っ
て
他
方
の
締
約
国
の
投
資
家
の
投
資
財
産
で
あ
る
も
の
に
対
し
、
特
定
の
国
籍
を
有
す
る
自
然
人
を

経
営
幹
部
に
任
命
す
る
こ
と
を
要
求
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
こ
と
等
に
つ
い
て
規
定
し
て
い
る
（
第
九
条
）
。

適
合
し
な
い
措
置

10

附
属
書
Ⅰ
の
自
国
の
表
に
記
載
す
る
現
行
の
措
置
に
つ
い
て
は
内
国
民
待
遇
等
の
義
務
は
適
用
さ
れ
な
い
が
現
状
維
持
義
務
が
課
さ
れ
る
こ
と
、
附
属
書

Ⅱ
の
自
国
の
表
に
記
載
す
る
分
野
等
に
つ
い
て
は
内
国
民
待
遇
等
の
義
務
は
適
用
さ
れ
ず
、
及
び
現
状
維
持
義
務
も
課
さ
れ
な
い
こ
と
、
一
方
の
締
約
国
が

附
属
書
Ⅰ
の
自
国
の
表
に
記
載
す
る
現
行
の
措
置
を
改
正
し
、
若
し
く
は
修
正
す
る
場
合
又
は
附
属
書
Ⅱ
の
自
国
の
表
に
記
載
さ
れ
た
分
野
等
に
関
す
る
新



三

一
方
の
締
約
国
は
、
自
国
の
区
域
内
に
お
い
て
、
投
資
活
動
に
関
し
、
他
方
の
締
約
国
の
投
資
家
及
び
そ
の
投
資
財
産
に
対
し
、
最
恵
国
待
遇
を
与
え
る

旨
規
定
し
て
い
る
（
第
四
条
）
。

５

待
遇
に
関
す
る
最
低
限
度
の
基
準

一
方
の
締
約
国
は
、
自
国
の
区
域
内
に
お
い
て
、
他
方
の
締
約
国
の
投
資
家
の
投
資
財
産
に
対
し
、
公
正
か
つ
衡
平
な
待
遇
並
び
に
十
分
な
保
護
及
び
保

障
を
含
む
国
際
慣
習
法
に
基
づ
く
待
遇
を
与
え
る
旨
規
定
し
て
い
る
（
第
五
条
）
。

６

そ
の
他
の
義
務

一
方
の
締
約
国
は
、
他
方
の
締
約
国
の
投
資
家
等
と
の
間
の
特
定
の
投
資
財
産
に
関
す
る
書
面
に
よ
る
合
意
が
尊
重
さ
れ
る
こ
と
を
確
保
す
る
た
め
、
当

該
一
方
の
締
約
国
の
権
限
の
範
囲
内
で
可
能
な
全
て
の
こ
と
を
行
う
旨
規
定
し
て
い
る
（
第
六
条
）
。

７

裁
判
所
の
裁
判
を
受
け
る
権
利

一
方
の
締
約
国
は
、
自
国
の
区
域
内
に
お
い
て
、
裁
判
所
の
裁
判
を
受
け
る
権
利
等
に
関
し
、
他
方
の
締
約
国
の
投
資
家
に
対
し
、
内
国
民
待
遇
又
は
最

恵
国
待
遇
を
与
え
る
旨
規
定
し
て
い
る
（
第
七
条
）
。

８

特
定
措
置
の
履
行
要
求

い
ず
れ
の
締
約
国
も
、
自
国
の
区
域
内
に
お
け
る
締
約
国
又
は
第
三
国
の
投
資
家
の
投
資
活
動
に
関
し
、
現
地
調
達
、
技
術
移
転
等
の
特
定
措
置
の
履
行

要
求
を
課
し
、
又
は
強
制
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
旨
規
定
し
て
い
る
（
第
八
条
）
。

９

経
営
幹
部
及
び
取
締
役
会

い
ず
れ
の
一
方
の
締
約
国
も
、
自
国
の
企
業
で
あ
っ
て
他
方
の
締
約
国
の
投
資
家
の
投
資
財
産
で
あ
る
も
の
に
対
し
、
特
定
の
国
籍
を
有
す
る
自
然
人
を

経
営
幹
部
に
任
命
す
る
こ
と
を
要
求
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
こ
と
等
に
つ
い
て
規
定
し
て
い
る
（
第
九
条
）
。

適
合
し
な
い
措
置

10

附
属
書
Ⅰ
の
自
国
の
表
に
記
載
す
る
現
行
の
措
置
に
つ
い
て
は
内
国
民
待
遇
等
の
義
務
は
適
用
さ
れ
な
い
が
現
状
維
持
義
務
が
課
さ
れ
る
こ
と
、
附
属
書

Ⅱ
の
自
国
の
表
に
記
載
す
る
分
野
等
に
つ
い
て
は
内
国
民
待
遇
等
の
義
務
は
適
用
さ
れ
ず
、
及
び
現
状
維
持
義
務
も
課
さ
れ
な
い
こ
と
、
一
方
の
締
約
国
が

附
属
書
Ⅰ
の
自
国
の
表
に
記
載
す
る
現
行
の
措
置
を
改
正
し
、
若
し
く
は
修
正
す
る
場
合
又
は
附
属
書
Ⅱ
の
自
国
の
表
に
記
載
さ
れ
た
分
野
等
に
関
す
る
新

た
な
若
し
く
は
一
層
制
限
的
な
措
置
を
採
用
す
る
場
合
に
は
、
そ
の
よ
う
な
改
正
若
し
く
は
修
正
又
は
措
置
の
詳
細
な
情
報
を
他
方
の
締
約
国
に
可
能
な
限

り
通
報
す
る
こ
と
等
に
つ
い
て
規
定
し
て
い
る
（
第
十
条
）
。

透
明
性

11

各
締
約
国
は
、
こ
の
協
定
の
実
施
及
び
運
用
に
関
連
し
、
又
は
影
響
を
及
ぼ
す
法
令
等
を
速
や
か
に
公
表
す
る
こ
と
等
に
つ
い
て
規
定
し
て
い
る
（
第
十

一
条
）
。

特
別
な
手
続
及
び
情
報
の
要
求

12

第
三
条
（
内
国
民
待
遇
）
の
い
か
な
る
規
定
も
、
一
方
の
締
約
国
が
自
国
の
区
域
内
に
お
け
る
他
方
の
締
約
国
の
投
資
家
に
よ
る
投
資
活
動
に
関
連
し
て

特
別
な
手
続
を
定
め
る
措
置
を
採
用
し
、
又
は
維
持
す
る
こ
と
を
妨
げ
る
も
の
と
解
し
て
は
な
ら
な
い
こ
と
等
に
つ
い
て
規
定
し
て
い
る
（
第
十
二
条
）
。

公
衆
に
よ
る
意
見
提
出
の
手
続

13

各
締
約
国
は
、
自
国
の
関
係
法
令
に
従
い
、
こ
の
協
定
の
対
象
と
な
る
事
項
に
影
響
を
及
ぼ
す
一
般
に
適
用
さ
れ
る
規
制
の
設
定
等
を
す
る
前
に
、
公
衆

に
よ
る
意
見
提
出
の
た
め
の
合
理
的
な
機
会
を
与
え
る
よ
う
努
め
る
旨
規
定
し
て
い
る
（
第
十
三
条
）
。

腐
敗
行
為
の
防
止
に
関
す
る
措
置

14

各
締
約
国
は
、
自
国
の
法
令
に
従
い
、
こ
の
協
定
の
対
象
と
な
る
事
項
に
関
す
る
腐
敗
行
為
の
防
止
等
の
た
め
に
措
置
を
と
る
こ
と
等
を
確
保
す
る
旨
規

定
し
て
い
る
（
第
十
四
条
）
。

投
資
家
の
入
国
、
滞
在
及
び
居
住

15

一
方
の
締
約
国
は
、
投
資
活
動
を
行
う
こ
と
を
目
的
と
す
る
他
方
の
締
約
国
の
国
籍
を
有
す
る
自
然
人
の
入
国
、
滞
在
及
び
居
住
に
係
る
申
請
に
対
し
、

自
国
の
関
係
法
令
に
従
い
、
好
意
的
な
考
慮
を
払
う
旨
規
定
し
て
い
る
（
第
十
五
条
）
。

収
用
及
び
補
償

16

い
ず
れ
の
一
方
の
締
約
国
も
、
公
共
の
目
的
の
た
め
で
あ
る
こ
と
、
無
差
別
で
あ
る
こ
と
、
迅
速
、
適
当
か
つ
実
効
的
な
補
償
の
支
払
を
伴
う
こ
と
及
び

正
当
な
法
の
手
続
等
に
従
う
こ
と
と
い
う
条
件
を
満
た
さ
な
い
限
り
、
収
用
又
は
国
有
化
等
を
実
施
し
て
は
な
ら
な
い
旨
規
定
し
て
い
る
。
ま
た
、
収
用
又

は
国
有
化
等
に
伴
う
補
償
は
、
公
正
な
市
場
価
格
に
相
当
す
る
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
等
に
つ
い
て
規
定
し
て
い
る
。
（
第
十
六
条
）



四

争
乱
か
ら
の
保
護

17

一
方
の
締
約
国
は
、
武
力
紛
争
等
に
よ
り
自
国
の
区
域
内
に
あ
る
投
資
財
産
に
関
し
て
損
失
等
を
被
っ
た
他
方
の
締
約
国
の
投
資
家
に
対
し
、
原
状
回
復

等
の
解
決
方
法
に
関
し
、
内
国
民
待
遇
又
は
最
恵
国
待
遇
の
う
ち
当
該
他
方
の
締
約
国
の
投
資
家
に
と
っ
て
い
ず
れ
か
有
利
な
も
の
よ
り
も
不
利
で
な
い
待

遇
を
与
え
る
こ
と
等
に
つ
い
て
規
定
し
て
い
る
（
第
十
七
条
）
。

代
位

18

自
国
の
投
資
家
の
損
害
の
塡
補
等
を
行
っ
た
締
約
国
又
は
そ
の
指
定
す
る
機
関
に
よ
る
当
該
投
資
家
の
権
利
又
は
請
求
権
の
代
位
に
つ
い
て
規
定
し
て
い

る
（
第
十
八
条
）
。

資
金
の
移
転

19

一
方
の
締
約
国
は
、
一
定
の
場
合
を
除
く
ほ
か
、
自
国
の
区
域
に
向
け
た
又
は
自
国
の
区
域
か
ら
の
全
て
の
資
金
の
移
転
で
あ
っ
て
、
自
国
の
区
域
内
に

あ
る
他
方
の
締
約
国
の
投
資
家
の
投
資
財
産
に
関
連
す
る
も
の
が
、
遅
滞
な
く
、
か
つ
、
自
由
に
行
わ
れ
る
こ
と
を
確
保
す
る
こ
と
等
に
つ
い
て
規
定
し
て

い
る
（
第
十
九
条
）
。

両
締
約
国
間
の
紛
争
の
解
決

20

こ
の
協
定
の
解
釈
及
び
適
用
に
関
す
る
両
締
約
国
間
の
紛
争
で
あ
っ
て
、
外
交
交
渉
に
よ
っ
て
も
満
足
な
調
整
に
至
ら
な
か
っ
た
も
の
は
、
仲
裁
委
員
会

に
付
託
す
る
こ
と
等
に
つ
い
て
規
定
し
て
い
る
（
第
二
十
条
）
。

一
方
の
締
約
国
と
他
方
の
締
約
国
の
投
資
家
と
の
間
の
投
資
紛
争
の
解
決

21

一
方
の
締
約
国
と
他
方
の
締
約
国
の
投
資
家
と
の
間
の
紛
争
が
協
議
等
に
よ
り
解
決
さ
れ
な
い
場
合
に
は
、
当
該
紛
争
は
、
国
家
と
他
の
国
家
の
国
民
と

の
間
の
投
資
紛
争
の
解
決
に
関
す
る
条
約
に
よ
る
仲
裁
、
投
資
紛
争
解
決
国
際
セ
ン
タ
ー
に
係
る
追
加
的
な
制
度
に
つ
い
て
の
規
則
に
よ
る
仲
裁
、
国
際
連

合
国
際
商
取
引
法
委
員
会
の
仲
裁
規
則
に
よ
る
仲
裁
等
の
い
ず
れ
か
に
付
託
さ
れ
る
こ
と
等
に
つ
い
て
規
定
し
て
い
る
（
第
二
十
一
条
）
。

一
般
的
例
外
及
び
安
全
保
障
の
た
め
の
例
外

22

こ
の
協
定
の
い
か
な
る
規
定
も
、
締
約
国
が
、
人
、
動
物
又
は
植
物
の
生
命
又
は
健
康
の
保
護
、
公
の
秩
序
の
維
持
、
自
国
の
安
全
保
障
上
の
重
大
な
利

益
の
保
護
等
の
た
め
に
必
要
な
措
置
を
と
る
こ
と
を
妨
げ
る
も
の
と
解
し
て
は
な
ら
な
い
旨
規
定
し
て
い
る
（
第
二
十
二
条
）
。



五

争
乱
か
ら
の
保
護

17

一
方
の
締
約
国
は
、
武
力
紛
争
等
に
よ
り
自
国
の
区
域
内
に
あ
る
投
資
財
産
に
関
し
て
損
失
等
を
被
っ
た
他
方
の
締
約
国
の
投
資
家
に
対
し
、
原
状
回
復

等
の
解
決
方
法
に
関
し
、
内
国
民
待
遇
又
は
最
恵
国
待
遇
の
う
ち
当
該
他
方
の
締
約
国
の
投
資
家
に
と
っ
て
い
ず
れ
か
有
利
な
も
の
よ
り
も
不
利
で
な
い
待

遇
を
与
え
る
こ
と
等
に
つ
い
て
規
定
し
て
い
る
（
第
十
七
条
）
。

代
位

18

自
国
の
投
資
家
の
損
害
の
塡
補
等
を
行
っ
た
締
約
国
又
は
そ
の
指
定
す
る
機
関
に
よ
る
当
該
投
資
家
の
権
利
又
は
請
求
権
の
代
位
に
つ
い
て
規
定
し
て
い

る
（
第
十
八
条
）
。

資
金
の
移
転

19

一
方
の
締
約
国
は
、
一
定
の
場
合
を
除
く
ほ
か
、
自
国
の
区
域
に
向
け
た
又
は
自
国
の
区
域
か
ら
の
全
て
の
資
金
の
移
転
で
あ
っ
て
、
自
国
の
区
域
内
に

あ
る
他
方
の
締
約
国
の
投
資
家
の
投
資
財
産
に
関
連
す
る
も
の
が
、
遅
滞
な
く
、
か
つ
、
自
由
に
行
わ
れ
る
こ
と
を
確
保
す
る
こ
と
等
に
つ
い
て
規
定
し
て

い
る
（
第
十
九
条
）
。

両
締
約
国
間
の
紛
争
の
解
決

20

こ
の
協
定
の
解
釈
及
び
適
用
に
関
す
る
両
締
約
国
間
の
紛
争
で
あ
っ
て
、
外
交
交
渉
に
よ
っ
て
も
満
足
な
調
整
に
至
ら
な
か
っ
た
も
の
は
、
仲
裁
委
員
会

に
付
託
す
る
こ
と
等
に
つ
い
て
規
定
し
て
い
る
（
第
二
十
条
）
。

一
方
の
締
約
国
と
他
方
の
締
約
国
の
投
資
家
と
の
間
の
投
資
紛
争
の
解
決

21

一
方
の
締
約
国
と
他
方
の
締
約
国
の
投
資
家
と
の
間
の
紛
争
が
協
議
等
に
よ
り
解
決
さ
れ
な
い
場
合
に
は
、
当
該
紛
争
は
、
国
家
と
他
の
国
家
の
国
民
と

の
間
の
投
資
紛
争
の
解
決
に
関
す
る
条
約
に
よ
る
仲
裁
、
投
資
紛
争
解
決
国
際
セ
ン
タ
ー
に
係
る
追
加
的
な
制
度
に
つ
い
て
の
規
則
に
よ
る
仲
裁
、
国
際
連

合
国
際
商
取
引
法
委
員
会
の
仲
裁
規
則
に
よ
る
仲
裁
等
の
い
ず
れ
か
に
付
託
さ
れ
る
こ
と
等
に
つ
い
て
規
定
し
て
い
る
（
第
二
十
一
条
）
。

一
般
的
例
外
及
び
安
全
保
障
の
た
め
の
例
外

22

こ
の
協
定
の
い
か
な
る
規
定
も
、
締
約
国
が
、
人
、
動
物
又
は
植
物
の
生
命
又
は
健
康
の
保
護
、
公
の
秩
序
の
維
持
、
自
国
の
安
全
保
障
上
の
重
大
な
利

益
の
保
護
等
の
た
め
に
必
要
な
措
置
を
と
る
こ
と
を
妨
げ
る
も
の
と
解
し
て
は
な
ら
な
い
旨
規
定
し
て
い
る
（
第
二
十
二
条
）
。

一
時
的
な
セ
ー
フ
ガ
ー
ド
措
置

23

い
ず
れ
の
締
約
国
も
、
国
際
収
支
及
び
対
外
支
払
に
関
し
て
重
大
な
困
難
が
生
ず
る
場
合
又
は
資
金
の
移
転
が
経
済
全
般
の
運
営
に
重
大
な
困
難
を
も
た

ら
す
場
合
に
は
、
第
三
条
（
内
国
民
待
遇
）
の
規
定
に
基
づ
く
義
務
で
あ
っ
て
国
境
を
越
え
る
資
本
取
引
に
係
る
も
の
及
び
第
十
九
条
（
資
金
の
移
転
）
の

規
定
に
基
づ
く
義
務
に
適
合
し
な
い
措
置
を
採
用
し
、
又
は
維
持
す
る
こ
と
が
で
き
る
旨
規
定
し
て
い
る
（
第
二
十
三
条
）
。

知
的
財
産
権

24

両
締
約
国
は
、
知
的
財
産
権
へ
の
十
分
か
つ
効
果
的
な
保
護
を
与
え
る
こ
と
等
に
つ
い
て
規
定
し
て
い
る
。
ま
た
、
こ
の
協
定
の
い
か
な
る
規
定
も
、
両

締
約
国
が
締
結
し
て
い
る
知
的
財
産
権
の
保
護
に
関
す
る
多
数
国
間
協
定
に
基
づ
く
権
利
及
び
義
務
に
影
響
を
及
ぼ
す
も
の
で
は
な
い
旨
並
び
に
い
ず
れ
か

一
方
の
締
約
国
が
締
結
し
て
い
る
知
的
財
産
権
の
保
護
に
関
す
る
多
数
国
間
協
定
に
つ
い
て
は
、
当
該
一
方
の
締
約
国
が
当
該
多
数
国
間
協
定
に
よ
り
第
三

国
の
投
資
家
及
び
そ
の
投
資
財
産
に
与
え
て
い
る
待
遇
を
他
方
の
締
約
国
の
投
資
家
及
び
そ
の
投
資
財
産
に
与
え
る
こ
と
を
義
務
付
け
る
も
の
と
解
し
て
は

な
ら
な
い
旨
規
定
し
て
い
る
。
（
第
二
十
四
条
）

租
税
に
係
る
課
税
措
置

25

こ
の
協
定
の
い
か
な
る
規
定
も
、
租
税
条
約
に
基
づ
く
締
約
国
の
権
利
及
び
義
務
に
影
響
を
及
ぼ
す
も
の
で
は
な
く
、
こ
の
協
定
と
当
該
租
税
条
約
と
が

抵
触
す
る
場
合
に
は
、
当
該
租
税
条
約
が
優
先
す
る
旨
規
定
し
て
い
る
。
ま
た
、
第
十
六
条
（
収
用
及
び
補
償
）
の
規
定
は
、
全
て
の
租
税
に
係
る
課
税
措

置
に
つ
い
て
適
用
す
る
こ
と
等
に
つ
い
て
規
定
し
て
い
る
。
（
第
二
十
五
条
）

合
同
委
員
会

26

両
締
約
国
は
、
こ
の
協
定
の
目
的
を
達
成
す
る
た
め
、
合
同
委
員
会
を
設
置
す
る
旨
規
定
し
て
い
る
（
第
二
十
六
条
）
。

健
康
、
安
全
及
び
環
境
に
関
す
る
措
置
並
び
に
労
働
基
準

27

一
方
の
締
約
国
は
、
健
康
、
安
全
若
し
く
は
環
境
に
関
す
る
措
置
の
緩
和
又
は
労
働
基
準
の
引
下
げ
を
通
じ
て
他
方
の
締
約
国
又
は
第
三
国
の
投
資
家
に

よ
る
投
資
を
奨
励
す
る
こ
と
を
差
し
控
え
る
旨
規
定
し
て
い
る
（
第
二
十
七
条
）
。

利
益
の
否
認

28

一
方
の
締
約
国
は
、
他
方
の
締
約
国
の
投
資
家
で
あ
っ
て
当
該
他
方
の
締
約
国
の
企
業
で
あ
る
も
の
が
第
三
国
の
投
資
家
に
よ
っ
て
所
有
さ
れ
、
又
は
支



六

配
さ
れ
、
か
つ
、
一
定
の
場
合
に
該
当
す
る
と
き
は
、
当
該
他
方
の
締
約
国
の
投
資
家
及
び
そ
の
投
資
財
産
に
対
し
、
こ
の
協
定
に
よ
る
利
益
を
否
認
す
る

こ
と
が
で
き
る
旨
規
定
し
て
い
る
（
第
二
十
八
条
）
。

見
出
し

29

こ
の
協
定
中
の
条
の
見
出
し
は
、
引
用
上
の
便
宜
の
た
め
に
の
み
付
さ
れ
た
も
の
で
あ
っ
て
、
こ
の
協
定
の
解
釈
に
影
響
を
及
ぼ
す
も
の
で
は
な
い
旨
規

定
し
て
い
る
（
第
二
十
九
条
）
。

見
直
し

30

両
締
約
国
は
、
こ
の
協
定
の
効
力
発
生
の
日
の
後
三
年
目
の
年
又
は
両
締
約
国
が
合
意
す
る
他
の
年
の
い
ず
れ
か
早
い
方
の
年
に
お
い
て
、
投
資
環
境
の

可
能
な
改
善
の
た
め
こ
の
協
定
の
見
直
し
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
こ
と
等
に
つ
い
て
規
定
し
て
い
る
（
第
三
十
条
）
。

最
終
規
定

31

こ
の
協
定
は
、
こ
の
協
定
の
効
力
発
生
に
必
要
な
国
内
法
上
の
手
続
が
完
了
し
た
旨
を
通
告
す
る
外
交
上
の
公
文
の
交
換
の
日
の
後
三
十
日
目
の
日
に
効

力
を
生
ず
る
旨
規
定
し
て
い
る
。
ま
た
、
こ
の
協
定
は
、
一
方
の
締
約
国
の
投
資
家
の
投
資
財
産
で
あ
っ
て
、
こ
の
協
定
の
効
力
発
生
の
前
に
他
方
の
締
約

国
の
区
域
内
に
お
い
て
当
該
他
方
の
締
約
国
の
関
係
法
令
に
従
っ
て
取
得
さ
れ
た
も
の
に
つ
い
て
も
適
用
す
る
旨
規
定
し
て
い
る
。
さ
ら
に
、
こ
の
協
定
の

終
了
の
日
の
前
に
取
得
さ
れ
た
投
資
財
産
に
関
し
て
は
、
当
該
終
了
の
日
か
ら
更
に
十
年
の
期
間
引
き
続
き
効
力
を
有
す
る
こ
と
等
に
つ
い
て
規
定
し
て
い

る
。
（
第
三
十
一
条
）

附
属
書
Ｉ
及
び
附
属
書
Ⅱ

32

第
十
条
の
規
定
に
従
い
、
第
三
条
（
内
国
民
待
遇
）
、
第
四
条
（
最
恵
国
待
遇
）
、
第
八
条
（
特
定
措
置
の
履
行
要
求
）
及
び
第
九
条
（
経
営
幹
部
及
び

取
締
役
会
）
に
よ
り
課
さ
れ
る
義
務
に
適
合
し
な
い
措
置
に
関
し
各
締
約
国
が
付
す
る
留
保
に
つ
い
て
規
定
し
て
い
る
（
附
属
書
Ⅰ
及
び
附
属
書
Ⅱ
）
。
そ

の
概
要
は
、
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

我
が
国
に
よ
る
留
保

(1)

農
林
水
産
業
等
、
金
融
業
、
熱
供
給
業
、
情
報
通
信
業
、
製
造
業
、
船
舶
の
国
籍
に
関
す
る
事
項
、
鉱
業
、
石
油
業
、
警
備
業
、
運
輸
業
及
び
上
水
道

業
の
分
野
に
お
い
て
、
二
十
二
の
現
行
の
措
置
に
関
す
る
留
保
を
行
っ
て
い
る
（
附
属
書
Ⅰ
）
。
ま
た
、
全
て
の
分
野
に
お
い
て
、
三
の
将
来
の
措
置



七

配
さ
れ
、
か
つ
、
一
定
の
場
合
に
該
当
す
る
と
き
は
、
当
該
他
方
の
締
約
国
の
投
資
家
及
び
そ
の
投
資
財
産
に
対
し
、
こ
の
協
定
に
よ
る
利
益
を
否
認
す
る

こ
と
が
で
き
る
旨
規
定
し
て
い
る
（
第
二
十
八
条
）
。

見
出
し

29

こ
の
協
定
中
の
条
の
見
出
し
は
、
引
用
上
の
便
宜
の
た
め
に
の
み
付
さ
れ
た
も
の
で
あ
っ
て
、
こ
の
協
定
の
解
釈
に
影
響
を
及
ぼ
す
も
の
で
は
な
い
旨
規

定
し
て
い
る
（
第
二
十
九
条
）
。

見
直
し

30

両
締
約
国
は
、
こ
の
協
定
の
効
力
発
生
の
日
の
後
三
年
目
の
年
又
は
両
締
約
国
が
合
意
す
る
他
の
年
の
い
ず
れ
か
早
い
方
の
年
に
お
い
て
、
投
資
環
境
の

可
能
な
改
善
の
た
め
こ
の
協
定
の
見
直
し
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
こ
と
等
に
つ
い
て
規
定
し
て
い
る
（
第
三
十
条
）
。

最
終
規
定

31

こ
の
協
定
は
、
こ
の
協
定
の
効
力
発
生
に
必
要
な
国
内
法
上
の
手
続
が
完
了
し
た
旨
を
通
告
す
る
外
交
上
の
公
文
の
交
換
の
日
の
後
三
十
日
目
の
日
に
効

力
を
生
ず
る
旨
規
定
し
て
い
る
。
ま
た
、
こ
の
協
定
は
、
一
方
の
締
約
国
の
投
資
家
の
投
資
財
産
で
あ
っ
て
、
こ
の
協
定
の
効
力
発
生
の
前
に
他
方
の
締
約

国
の
区
域
内
に
お
い
て
当
該
他
方
の
締
約
国
の
関
係
法
令
に
従
っ
て
取
得
さ
れ
た
も
の
に
つ
い
て
も
適
用
す
る
旨
規
定
し
て
い
る
。
さ
ら
に
、
こ
の
協
定
の

終
了
の
日
の
前
に
取
得
さ
れ
た
投
資
財
産
に
関
し
て
は
、
当
該
終
了
の
日
か
ら
更
に
十
年
の
期
間
引
き
続
き
効
力
を
有
す
る
こ
と
等
に
つ
い
て
規
定
し
て
い

る
。
（
第
三
十
一
条
）

附
属
書
Ｉ
及
び
附
属
書
Ⅱ

32

第
十
条
の
規
定
に
従
い
、
第
三
条
（
内
国
民
待
遇
）
、
第
四
条
（
最
恵
国
待
遇
）
、
第
八
条
（
特
定
措
置
の
履
行
要
求
）
及
び
第
九
条
（
経
営
幹
部
及
び

取
締
役
会
）
に
よ
り
課
さ
れ
る
義
務
に
適
合
し
な
い
措
置
に
関
し
各
締
約
国
が
付
す
る
留
保
に
つ
い
て
規
定
し
て
い
る
（
附
属
書
Ⅰ
及
び
附
属
書
Ⅱ
）
。
そ

の
概
要
は
、
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

我
が
国
に
よ
る
留
保

(1)

農
林
水
産
業
等
、
金
融
業
、
熱
供
給
業
、
情
報
通
信
業
、
製
造
業
、
船
舶
の
国
籍
に
関
す
る
事
項
、
鉱
業
、
石
油
業
、
警
備
業
、
運
輸
業
及
び
上
水
道

業
の
分
野
に
お
い
て
、
二
十
二
の
現
行
の
措
置
に
関
す
る
留
保
を
行
っ
て
い
る
（
附
属
書
Ⅰ
）
。
ま
た
、
全
て
の
分
野
に
お
い
て
、
三
の
将
来
の
措
置

（
公
的
企
業
等
の
持
分
等
の
移
転
等
、
指
定
さ
れ
た
企
業
等
に
の
み
認
め
ら
れ
て
い
る
特
定
の
活
動
及
び
補
助
金
）
に
関
す
る
留
保
を
行
っ
て
い
る
ほ

か
、
航
空
宇
宙
産
業
、
武
器
・
火
薬
産
業
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
産
業
、
漁
業
、
情
報
通
信
業
及
び
土
地
取
引
に
関
す
る
事
項
の
分
野
に
お
い
て
、
六
の
将
来
の

措
置
に
関
す
る
留
保
を
行
っ
て
い
る
（
附
属
書
Ⅱ
）
。

ウ
ル
グ
ア
イ
東
方
共
和
国
に
よ
る
留
保

(2)

漁
業
、
通
信
、
初
等
教
育
及
び
中
等
教
育
サ
ー
ビ
ス
、
高
等
教
育
サ
ー
ビ
ス
、
鉱
業
、
鉄
道
輸
送
サ
ー
ビ
ス
、
道
路
交
通
サ
ー
ビ
ス
、
海
上
交
通
サ
ー

ビ
ス
及
び
補
助
的
な
サ
ー
ビ
ス
、
航
空
サ
ー
ビ
ス
、
航
空
写
真
サ
ー
ビ
ス
及
び
農
業
上
の
運
航
サ
ー
ビ
ス
並
び
に
金
融
サ
ー
ビ
ス
の
分
野
に
お
い
て
、
十

五
の
現
行
の
措
置
に
関
す
る
留
保
を
行
っ
て
い
る
（
附
属
書
Ⅰ
）
。
ま
た
、
全
て
の
分
野
に
お
い
て
、
五
の
将
来
の
措
置
（
少
数
民
族
に
権
利
又
は
特
恵

を
与
え
る
措
置
、
既
存
の
公
的
企
業
に
お
い
て
保
有
さ
れ
る
持
分
の
移
転
又
は
処
分
、
二
国
間
又
は
多
数
国
間
の
協
定
に
基
づ
き
各
国
に
対
し
て
異
な
る

待
遇
を
与
え
る
措
置
、
国
境
保
安
地
帯
の
設
立
に
向
け
た
措
置
及
び
補
助
金
）
に
関
す
る
留
保
を
行
っ
て
い
る
ほ
か
、
道
路
等
の
サ
ー
ビ
ス
及
び
基
盤
、

燃
料
及
び
そ
の
関
連
製
品
の
流
通
サ
ー
ビ
ス
、
郵
便
サ
ー
ビ
ス
、
社
会
サ
ー
ビ
ス
、
伝
統
的
な
行
事
及
び
祭
典
、
鉄
道
輸
送
及
び
補
助
的
な
サ
ー
ビ
ス
、

地
上
輸
送
、
財
政
、
通
信
並
び
に
農
村
の
財
産
及
び
農
業
開
発
の
分
野
に
お
い
て
、
十
の
将
来
の
措
置
に
関
す
る
留
保
を
行
っ
て
い
る
（
附
属
書
Ⅱ
）
。

附
属
書
Ⅲ

33

収
用
に
係
る
第
十
六
条
の
解
釈
基
準
等
に
つ
い
て
規
定
し
て
い
る
（
附
属
書
Ⅲ
）
。

附
属
書
Ⅳ

34

締
約
国
は
、
信
用
秩
序
の
維
持
の
た
め
の
金
融
サ
ー
ビ
ス
に
関
連
す
る
措
置
を
と
る
こ
と
を
妨
げ
ら
れ
な
い
こ
と
等
に
つ
い
て
規
定
し
て
い
る
（
附
属
書

Ⅳ
）
。

三

協
定
の
実
施
の
た
め
の
国
内
措
置

こ
の
協
定
を
実
施
す
る
た
め
に
は
、
新
た
な
立
法
措
置
及
び
予
算
措
置
を
必
要
と
し
な
い
。




